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1・2……ペットと暮らす住みよいまち
3……在宅医療公開講座、再生品家具の販売　
4……上級救命講習会の受講者募集、防災講演会を開催

1965年 8月 11日に「同和対策審議会答申」が出されたことを記念して制定されました。

毎月11日は「人権を確かめあう日」
2004年6月22日に、名張市が男女共同参画都市宣言をしたことにより制定しました。

毎月22日は「男女共同参画について考える日」
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飼い主は犬の散歩時には、犬のフンゼロ運動の
カードを携帯している。

ペットと 暮 暮 らすらす
 住  住 みよいまちみよいまち

犬のフン問題！地域全体で
解決

  環境対策室　  63 - 7492

　飼い主にとっては安らぎを与えてくれる存在のペットも、マナーを守らなけ飼い主にとっては安らぎを与えてくれる存在のペットも、マナーを守らなけ
れば、周囲の人に迷惑をかけることになります。れば、周囲の人に迷惑をかけることになります。
　犬や猫の「フン放置」もトラブルの一つ。今号では、なかなか改善できない　犬や猫の「フン放置」もトラブルの一つ。今号では、なかなか改善できない
その課題を住民全体で解決しようと取り組んでいる地域を紹介します。その課題を住民全体で解決しようと取り組んでいる地域を紹介します。
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ペットも家族、社会の一員です。ペット通じて、
住民同士のコミュニケーションも広がる。
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犬のフンにイエローカード　

自主防犯グループとして「ほっと歩きたい」は、10年前に
発足しました。月に14回ほどを平均7人で地区内のパトロ
ールを続けています。メンバーには、定年後に地域デビ

ューをした男性も多く参加しているのが特徴です。パトロールで
は、地域の安全はもちろん、公園や道路の点検、街路樹の剪

せんてい

定、
ごみ拾いなどの環境美化活動やパトロール中に見つけた課題も皆
で話しあって解決しています。
　その中で、回覧板などでマナーを守るように注意しても、なか

なかなくならないペットの
フン放置に対して、なんと
かできないかと意見が上が
りました。
　そして、昨年11月か
ら、他市の事例を参考にし
ながら、放置場所にカード
や旗をおいて監視する「犬

のフン・イエローカード作戦」を
パトロールの中に組み込むことに
しました。

フンを見つけたときに置い
て、飼い主に自主的に持
ち帰るように促します。

約1週間後のパトロールで、設置
したカードは回収し、フンが残っ
ている場合は一緒に取り除きま
す。
　カードの設置で飼い主には、自
分が放置したこと、そしてみんなが見ているよということを気づ
いてもらいたいですね。落ちているごみもかなり少なくなりまし
た。犬のフンも、最終的にカードを置かなくてもいいようになれ
ばと思っています。

桔梗が丘 8 番町 1 区自治会 自主防犯グループ「ほっと歩きたい」
自主防犯グループ運営委員長　久保 栄次郎さん（左）
８番町１区自治会 区長　橋本 健三さん（右）

自治会で作成したイエローカード。
フン放置の場所にテープで設置

犬のフン問題！地域で解決
ペットと暮らす 住みよいまち

ワンワンパトロール

4区自治会の役員が中心となり、月に2回パトロールをして
います。すずらん台地域の中でも、4区は、公園や広場、
空き地が多い所です。自治会では、犬のフンが放置されて

いることを問題とし、ごみ拾いと環境美化活動を兼ねて、パトロ
ールを8年前から取り組んでいます。

　ペットのマナーを呼び掛けたゼ
ッケンをつけ、平均５～６人で地
域周辺を歩きます。フンは、人通
りが少なく、人目がつきにくいと
ころによくされます。特に、暗く
なるのが早い冬の時期は、放置さ
れることが多くなりますね。

　放置されたフンは見つけ
次第回収しています。ま
た、散歩中の飼い主に会っ
たときは、「フンの処理を
お願いしますね」と声を掛
けて、マナー向上を呼び掛
けています。　

パトロールが抑止力
になるのか、以前
に比べたら、ごみやフンの放置は少なくなり、地域はき

れいになってきたと思います。継続して活動することの大切さを
感じています。

 すずらん台 4 区自治会 自治会長　井上 裕
ゆたか

さん
 

ペットには愛情をもって
　放置されたフンは、自然と土に返るとか肥料に
なると勘違いしている人もいますが、フンの中に
はサルモネラ菌や寄生虫などが含まれていること
もあります。「面倒くさい」と軽い気持ちで放置
するのはやめてください。市では、フンの放置で
困っているという人や区・自治会に、啓発看板を
お渡ししたり、集団注射のときや広報などでもマ

ナーを呼び掛けたりしています。
　フン放置以外でも、鳴き声や放し飼いの苦情
や、首輪が外れて逃げ出した迷い犬を保護するケ
ースもよくあります。こうした、トラブルは、飼
い主の責任で解決できると思います。登録や狂犬
病予防注射（年1回）も飼い主の義務です。しっか
り愛情を持って終生飼い続けてほしいですね。 環境対策室　環境保全担当

　室長 　藤野 泰司

広報メールサポーターから…
読者の声 1‐3号掲載「災害時要援護者支援制度」について   ▼実際に災害が起きた時に本当に活用されるような制度になることを望みます。

▼何か起こる前に助け合いのしくみを考えることは、いざ有事の際に大きく違う結果が出ると思うので、とても重要だと思いました。
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市内小学校の
「学生教育サポーター」を募集

　学生教育サポーターとは、教育に関心のあ
る大学生が、市内の小学校で教科（国語・算数）
の学習支援などを行いながら、資質の向上を
図ることを目的とした制度です。
対象　教育に関心のある大学生で、積極的に
取り組む意欲のある人

活動期間　▼前期…平成 26 年 4 月 6 日～ 9
月 30 日までの決まった曜日　▼後期…10
月 1日～平成 27年 3月 25 日までの決まっ
た曜日

※交通費などを支給。随時申し込みを受付。
詳しくはお問い合わせください。

 学校教育室　  63‐7882

ナッキー号に
広告を掲載しませんか

　市内循環型コミュニティバスに広告を掲載
する事業者を募集しています。
掲載料　月額5,000円～
掲載期間　4月1日から平成27年3月31日まで
の1年間（年度途中からの掲載も可能）

※応募方法など詳しくは、問い合わせ先へ

 都市計画室　  63‐7749

木製家具など粗大ごみ再生品
を入札により展示販売します

展示期間　2月5日水～25日火 
　平日は午前9時～午後5時。日曜日および祝
日は午後1時～5時。土曜日は閉館　

展示場所　伊賀南部クリーンセンター(伊賀市
　奥鹿野）　　
開札日　2月26日水
入札受付　展示期間中に展示
場所に備え付けの入札票に必
要事項を記入し、入札箱に投
函してください。入札最高価格
が複数の場合は開札日に公開
抽選を行います。

 伊賀南部環境衛生組合　  53‐1120

より良い後見人活動につなげる
「後見人のつどい」を開催

　日ごろの後見活動について、後見人同士で
話し合ったり、弁護士や医師、社会福祉士な
どが相談を受けたりします。
日時　2月20日木 午後1時～3時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
対象　後見人もしくは被後見人が、名張市・
　伊賀市に在住の人
申込　2月 14日金までに電話などで問い合
　わせ先へ　◎参加無料

 伊賀地域福祉後見サポートセンター
　　  21‐9611　  26‐0002
　　  kouken2@hanzou.or.jp

従業員のこころの健康を考える
「職場のメンタルヘルス教室」

　従業員のこころの病について、早い段階で
気づき、支援していく方法を学びます。また、
実際の事例について臨床心理士など専門職に
よる個別相談も行います。
日時　2月26日水
　講演会　 午後1時30分～3時30分
　個別相談会　午後3時30分～4時
場所　名張産業振興セン
ターアスピア（南町）

対象　企業などの人事・
労務・健康管理担当者、
従業員のこころの健康
に関心のある人　

講師／テーマ　
　平尾 文雄さん (信貴山病院分院上野病院
院長）／ ｢職場で考えるメンタルヘルス～
自分がストレスでつぶれない・部下をスト
レスでつぶさない～」

申込　2月 23日日までに講演会、個別相談
会の参加希望と事業所名、住所、氏名、電
話番号を記入の上、ファクスで問い合わせ
先へ（電話も可）　◎参加無料

 （一財）信貴山病院分院上野病院
　　  21‐5010　  21‐5100

 とれなばイベント とれなばイベント
■ 三重外湾漁協による「朝獲れ鮮魚販売」
日時　2月8日土・22日土　
　　　　両日午後1時～

◎2月8日土～11日▢祝 は、1,000円以上お買い
求めいただいた人に、伊賀米コシヒカリのサ
ンプル米を合計100人（先着順）にプレゼント

◎2月の毎週水曜日は、ポイント2倍キャンペ
ーン！（通常1,000円につき1ポイントから
2ポイントに）

 とれたて名張交流館    62‐1755

日時　3 月 12日水 
　午前 5時 20分に市役所前バス停車場集合
※荒天決行（天候によってはバスのみで調進
行事を実施します）

参加費　3,000 円（バス代・保険料含む）
定員　60人　※先着順
対象　健康で山道（獣道）含め 10km程度歩
ける人

申込　2月 28 日金までに、はがきかファクス
（63‐9138）で住所・氏名・年齢・電話番
号を（一社）名張市観光協会内「春を呼ぶ会」
（〒 518‐0729　南町 822‐2 産業振興セ
ンターアスピア 1階）へ

 春を呼ぶ会　　  63‐9148

「伊賀一ノ井松明調進行事」
一般参加者募集

在宅医療を考える公開講座
を開催

日時　2月22日土 午後1時30分～3時30分
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師／テーマ　
▼大渕 信幸さん（名賀
医師会担当理事）／
「名賀地域における
在宅医療の取組み」

▼市橋 亮一さん（岐阜県羽島郡にて総合在宅
医療クリニックを開設）／「教えて!在宅医
療 ～安心して在宅生活が送れるよう、日々
の診療から情報満載～」

主催　名賀医師会　　◎申込不要。参加無料

 名賀医師会(在宅医療支援センター）
　  48‐7840

地域包括支援センターでの
業務補助職員の募集

業務内容／職種／給与
▼ケアマネジメント支援業務／主任介護支援
専門員／時給1,500円

▼権利擁護業務など／社会福祉士／月額20万円
採用予定人数　各1人
申込　2月17日月までに履歴書に資格証の写し
を添えて地域包括支援センター（〒518‐
0492 鴻之台1‐1）へ郵送または持参

 地域包括支援センター　  63‐7833

日時　3 月 1日土 午後 1時～４時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
講師　平岡 令

よしたか

孝さん、松山 比香里さん
対象　スポーツ指導者や関係者、関心のある人
定員　40人　※先着順。参加無料
申込　2月 25 日火までに、武道交流館いきい
きに備え付けの申込用紙に必要事項を記入
の上、提出してください。

　※ファクス（64‐1822）でも可

 武道交流館いきいき　  62‐4141

スポーツ指導者研修会
参加者募集

日時　2 月 20日木 午後 1時 30分～ 5時
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
内容　地域づくり組織で実施しているゆめづ
くり協働事業や地域ビジョンに基づく事業
についての発表

【発表する地域づくり組織】
▼薦原地域づくり委員会 
▼ひなち地域ゆめづくり
　委員会
▼すずらん台町づくり
　協議会
▼地縁法人 錦生自治協議会

定員　30人程度　◎先着順。参加無料
申込　2月17日月までに、電話で問い合わせ先
へ

 地域政策室　  63‐2186

「第5回名張ゆめづくり協働塾」
地域づくり実践交流会を開催

日曜大工などに使ってみませんか？「伐採竹」無料配布 　　申込期間　２月３日月～ 12日水　　配布期間　2月 19日水・20日木 午前 9時～午後 4時　
　配布場所　名張川河川防災ステーション（蔵持町里・武道交流館いきいき横）　 ◎申込方法など詳しくは問い合せ先へ　  木津川上流河川事務所　  63‐3720



催し催し

 旧細川邸 やなせ宿  　   62‐7760 　 月曜休館

なせ宿なせ宿

日時　2月7日金 午後1時～3時、 8日土 午前11時～午後3時
▼ 甘酒の振舞い…両日とも先着100人 ▼ 焼き餅入りぜんざいの販売
▼「レストランやなせ」伊賀牛やなせうどんなどの販売  
▼「カフェやなせ」        ▼ やなせ新鮮野菜市  
▼「平成の民家」建築展（中蔵）

国津の杜
も り

の行事
はぐくみ工房あららぎ   62‐6920

陶芸教室 　白磁の土でマグカップを作りましょう。
日時　2月27日木  午前9時30分～正午
講師　角谷 英

えいめい

明さん　　定員　12人
参加費　2,800円（材料費含む）　　持ち物　エプロン、タオル
申込　2月3日月から17日月までに、電話で問い合わせ先へ　
※先着順。参加者が少ない場合は中止します。
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　大切な命を守るためには、救急車が到着す
るまでの間、適切な手当てが必要です。講習
では、成人・小児・乳幼児に対する心肺蘇生
法、AED（自動体外式除細動器）の取扱い、
外傷手当てなどを学びます。※心肺蘇生法に
関する筆記試験・実技試験もあります。
日時　2月23日日 午前9時～午後6時
場所　防災センター(鴻之台1）

対象　市内在住、在勤の15歳以上の人
定員　20人　　※先着順　　◎受講無料
申込　2月9日日から15日土（午前9時～午後6
時）までに、名張消防署、桔梗が丘分署、つ
つじが丘出張所へ直接お申し込みください。
※電話申込やグループ・代理での申込は不可

 名張消防署　  63‐0999

心肺蘇生法やAEDの扱いなどを学ぶ
「上級救命講習会 ｣受講者募集

日時　2月15日土 午後1時30分～3時30分
場所　武道交流館いきいき(蔵持町里）
講師　細川 顕

け ん じ

司さん(公益財団法人 市民防災研
究所特別研究員)

内容　避難所開設・運営について考える
　　　～地域での共助、地域に合わせた防災～
定員　100人　　◎申込不要。参加無料

 文化生涯学習室　  63‐7892

避難所開設や運営を考える
防災講演会を開催

　東日本大震災を子どもたちと体験された宮城
県在住のお二人をお招きして、「子ども」の立
場になって防災を考えます。
　宮城県の郷土料理「はっと汁」やコーヒーの
振る舞い、東北復興支援チャリティーとして物
産展も開催します。
日時　2月23日日 午前10時～午後1時30分
場所　名張公民館(上八町）
講師　三浦 美香さん（宮城県南三陸の保育
士）、高橋 芳喜さん（東北復興サポートセ
ンター「ｈamanasu はまなす」スタッフ）

定員　100人　　◎先着順。参加無料
申込　前日までに電話で問い合わせ先へ（余裕あ
れば当日も可） ※託児10人まであり、要申込

 市民活動支援センター　  63‐5325

あなたは、大切な人を守れますか？
「防災、いつやるか？今でしょ」

　名張市消防団では、現在も約500人の消防
団員が、自分の仕事を持ちながらも、地域の
防災力の中心として昼夜を問わず、安心・安
全のために活動しています。

入団資格　
   市内在住の18歳以上の人　
※会社員、自営業者、学生、主婦など、職
種、男女は問いません。年齢に上限はあり
ません。
入団後の主な待遇　
 ▼年間報酬、災害や訓練に出動した場合の手
当など ▼消防団活動中に負傷した場合の補
償制度や福祉共済制度 ▼必要に応じて、勤
務先への「出動証明」を発行　　
 ※詳細は、問い合わせ先へ　

【サイレンにご理解ください】
　災害時に緊急に消防団員を招集するため
に、発生場所の分団管轄区域にあるサイレ
ンを鳴らしています。また、多数の消防団
員を招集する必要がある場合は、広範囲に
サイレンを鳴らす場合もありますので、ご
理解ください。

 消防救急室　  63‐5990

地域の安心・安全のために活動する地域の安心・安全のために活動する
消防団員を募集中

名張八日名張八日戎戎
えび すえ び す

祭り祭り
　　　ｉｎやなせ宿　　　ｉｎやなせ宿
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